


  
当第3四半期（平成21年4月1日から同年12月31日までの9か月間）におけるわが国経済は、輸出の増加を

中心として持ち直しの動きが見られるものの、雇用・所得環境が厳しさを増す中で、個人消費が低迷する
など、依然として不安定な状況が続いております。 
株式市況についてみますと、期初8,351.91円でスタートした日経平均株価は、経済の先行きに対する不

安と期待が一進一退を繰り返す不安定な値動きが続いておりましたが、底値は徐々に上昇し、結局、当第
3四半期末は輸出関連を中心とした企業業績の回復期待を受け10,546.44円と、前事業年度末(8,109.53円)
に対し約30％の上昇で取引を終えました。この間、３市場信用取引買残高は、前事業年度末は8,987億円
でありましたが、株価の上昇等を受け、当第3四半期末は1兆4,299億円と前事業年度末比約59％の増加と
なりました。 
こうした環境の下、当社の資金運用状況をみますと、まず、貸付金の期中平均残高は62億円と貸借取引

貸付金をはじめとする貸付金全般の減少により、前年同四半期(118億円)比55億円の減少となりました。
次に、有価証券投資についてみますと、期中平均残高は456億円と前年同四半期(408億円)比47億円の増加
となりました。 
以上のような資金運用状況の下、当第3四半期の営業収益は、8億13百万円と、前年同四半期(8億37百万

円)比23百万円の減収となりました。また、営業費用は2億89百万円と、前年同四半期(4億7百万円)比1億
18百万円の減少となりました一方で、一般管理費は4億8百万円と、前年同四半期(3億74百万円)比34百万
円の増加となりました。 
この結果、当第3四半期の営業利益は1億15百万円と前年同四半期(55百万円)比60百万円の増益、経常利

益は2億58百万円と、前年同四半期(1億25百万円)比1億33百万円の増益となり、税金関連費用を控除した
四半期純利益は88百万円と、前年同四半期(61百万円)比27百万円の増益となりました。 
  

  

  
当第3四半期末の総資産は、一般貸付金及び有価証券投資の減少等により、500億53百万円と、前事業年

度末に比べ62億86百万円減少しました。負債は472億3百万円と、運用残高の減少に対応する形で、貸付有
価証券代り金を中心に64億51百万円減少しました。また純資産は、有価証券の評価額が改善し28億49百万
円と、前事業年度末に比べ1億64百万円の増加となりました。 

(キャッシュ・フローの状況) 

当第3四半期末の現金及び現金同等物は、借入金及び貸付有価証券代り金の減少、投資有価証券の取
得、差入保証金の差入による支出に対し、営業貸付金の減少、コールマネーの増加、有価証券の償還、投
資有価証券の売却、差入保証金の回収による収入があったことなどから、前事業年度末に比べ2億96百万
円増加し、4億41百万円となりました。 
「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、56億77百万円の支出超過(前年同四半期は122億58百万円の

収入超過)となりました。これは主として、営業貸付金の減少及びコールマネーの増加による収入26億23
百万円に対し、借入金及び貸付有価証券代り金の減少による支出が83億69百万円あったことによります。
「投資活動によるキャッシュ・フロー」は、59億97百万円の収入超過(前年同四半期は130億81百万円の

支出超過)となりました。これは主として、投資有価証券の取得及び差入保証金の差入による支出216億85
百万円に対し、有価証券の償還、投資有価証券の売却及び差入保証金の回収による収入が276億94百万円
あったことによります。 
「財務活動によるキャッシュ・フロー」は、23百万円の支出超過(前年同四半期は24百万円の支出超過)

となりました。これは、配当金の支払が23百万円あったことによります。 
  

  

  
わが国経済は、国内消費の低迷によるデフレの深刻化や、欧米経済の先行き懸念による為替リスク等、

企業業績の下押し要因を内包した状況が続くものと思われ、株式市況につきましても、方向感の定まらな
い不安定な展開が予想されます。 
こうした想定の下、当社といたしましては、中部地区における証券金融の専門機関として、証券界及び

投資家の多様化するニーズ等に適切かつ機動的に対応し、貸付金残高の確保等に努めてまいります。 
平成22年3月期通期業績予想につきましては、前回(平成22年2月2日)公表の業績予想から変更しており

ません。詳細につきましては、平成22年2月2日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照くだ
さい。 

・定性的情報・財務諸表等

1. 経営成績に関する定性的情報

2. 財政状態に関する定性的情報

3. 業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  
  

該当事項はありません。 

  
  

4. その他

(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期財務諸表】 
(1)【四半期貸借対照表】 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成21年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 441,716 145,309

有価証券 203,420 240,288

貸借取引貸付金 270,232 228,771

一般貸付金 5,858,437 6,518,789

貸借取引貸付有価証券 5,980 8,039

その他 261,826 263,038

貸倒引当金 △3,814 △4,102

流動資産合計 7,037,798 7,400,132

固定資産   

有形固定資産 59,926 59,252

無形固定資産 261,091 303,721

投資その他の資産   

投資有価証券 42,141,685 47,580,127

繰延税金資産 85,632 154,152

その他 500,601 880,305

貸倒引当金 △32,906 △37,260

投資その他の資産合計 42,695,012 48,577,325

固定資産合計 43,016,030 48,940,299

資産合計 50,053,829 56,340,432
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成21年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

コールマネー 16,000,000 14,000,000

短期借入金 30,500,000 32,800,000

未払法人税等 1,066 65,819

貸付有価証券代り金 5,980 6,075,720

担保金 439,000 440,000

預り金 8,883 4,026

預り有価証券 5,292 8,039

賞与引当金 2,024 10,513

役員賞与引当金 4,500 6,000

その他 40,814 31,738

流動負債合計 47,007,561 53,441,857

固定負債   

退職給付引当金 127,980 129,782

役員退職慰労引当金 68,328 83,339

固定負債合計 196,308 213,121

負債合計 47,203,869 53,654,978

純資産の部   

株主資本   

資本金 200,000 200,000

利益剰余金   

利益準備金 50,000 50,000

その他利益剰余金   

配当準備積立金 191,000 191,000

圧縮記帳積立金 18,066 18,138

別途積立金 1,530,000 1,530,000

繰越利益剰余金 880,842 815,674

利益剰余金合計 2,669,909 2,604,813

自己株式 △5,685 △5,588

株主資本合計 2,864,223 2,799,225

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △14,263 △113,771

評価・換算差額等合計 △14,263 △113,771

純資産合計 2,849,960 2,685,453

負債純資産合計 50,053,829 56,340,432
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(2)【四半期損益計算書】 
【第３四半期累計期間】 

(単位：千円)

前第３四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業収益   

貸付金利息 236,677 125,096

借入有価証券代り金利息 － 8

受取手数料 28,213 4,838

有価証券貸付料 2,549 2,971

有価証券利息配当金 569,610 680,704

営業収益合計 837,050 813,619

営業費用   

支払利息 335,549 219,488

支払手数料 70,611 67,316

有価証券借入料 1,515 2,480

営業費用合計 407,676 289,286

営業総利益 429,374 524,332

一般管理費 374,024 408,492

営業利益 55,350 115,840

営業外収益   

投資有価証券売却益 275,411 839,877

デリバティブ取引運用益 924,294 －

その他 13,052 2,634

営業外収益合計 1,212,758 842,511

営業外費用   

投資有価証券売却損 1,072,009 239,421

デリバティブ取引運用損 － 458,015

その他 70,764 2,440

営業外費用合計 1,142,774 699,876

経常利益 125,333 258,475

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 4,642

特別利益合計 － 4,642

特別損失   

固定資産除却損 － 425

投資有価証券売却損 － 127,750

投資有価証券評価損 125 －

貸倒引当金繰入額 300 －

特別損失合計 425 128,175

税引前四半期純利益 124,907 134,941

法人税、住民税及び事業税 66,079 35,350

法人税等調整額 △2,989 10,637

法人税等合計 63,089 45,988

四半期純利益 61,818 88,952
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：千円)

前第３四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 124,907 134,941

減価償却費 5,596 52,703

賞与引当金の増減額（△は減少） △6,939 △8,489

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △1,500 △1,500

貸倒引当金の増減額（△は減少） 20,695 △4,642

退職給付引当金の増減額（△は減少） 9,560 △1,802

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9,194 △15,011

投資有価証券売却損益（△は益） 796,598 △472,706

投資有価証券評価損益（△は益） 125 －

固定資産除却損 － 425

デリバティブ取引運用損益（△は益） △924,294 458,015

受取利息及び受取配当金 △806,532 △805,935

支払利息 335,549 219,488

その他の損益（△は益） 58,176 △966

営業貸付金の増減額（△は増加） 4,119,620 623,244

借入有価証券代り金の増減額（△は増加） － △8,000

コールマネーの増減額（△は減少） 8,000,000 2,000,000

借入金の増減額（△は減少） 150,000 △2,300,000

担保金の増減額（△は減少） 10,000 △1,000

貸付有価証券代り金の増減額（△は減少） 877 △6,069,739

未払消費税等の増減額（△は減少） △225 △61

その他の資産の増減額（△は増加） 17,701 11,591

その他の負債の増減額（△は減少） 7,261 10,668

小計 11,926,375 △6,178,773

利息及び配当金の受取額 711,350 825,146

利息の支払額 △330,051 △207,540

法人税等の支払額 △49,319 △116,611

営業活動によるキャッシュ・フロー 12,258,355 △5,677,779

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △16,293,570 －

有価証券の償還による収入 18,600,000 240,000

有価証券の売却による収入 199,286 －

有形固定資産の取得による支出 △812 △5,004

無形固定資産の取得による支出 － △5,880

投資有価証券の取得による支出 △50,222,111 △21,415,693

投資有価証券の売却による収入 34,894,117 27,266,654

デリバティブ決済による支出 △29,295 －

デリバティブ決済による収入 285,776 －

差入保証金の差入による支出 △1,014,586 △270,000

差入保証金の回収による収入 500,000 187,914

投資活動によるキャッシュ・フロー △13,081,195 5,997,991

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △765 △97

配当金の支払額 △23,785 △23,708

財務活動によるキャッシュ・フロー △24,550 △23,805

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △847,390 296,406

現金及び現金同等物の期首残高 1,345,797 145,309

現金及び現金同等物の四半期末残高 498,407 441,716
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該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

  

(有価証券関係) 

時価のある有価証券の評価差額 

当第３四半期会計期間末(平成21年12月31日現在) 

その他有価証券 

 
  

(注)当第３四半期会計期間(平成21年10月１日～平成21年12月31日)において、運用方針の変更に伴い満期保有目的の

債券の一部を償還期限前に売却したため、特別損失に投資有価証券売却損127,750千円を計上いたしました。ま

た、「金融商品会計に関する実務指針」(日本公認会計士協会会計制度委員会報告第14号)第83項により、残り全

ての満期保有目的の債券1,901,884千円の保有目的区分をその他有価証券に変更しております。 

この結果、満期保有目的の債券と同様の会計処理を行った場合に比べ、投資有価証券が200,694千円、その他有

価証券評価差額金が120,216千円それぞれ減少し、繰延税金資産が80,478千円増加しております。 

なお、第３四半期会計期間中に売却した満期保有目的の債券は、以下のとおりです。 

  

 
(売却の理由)当第３四半期会計期間(平成21年10月１日～平成21年12月31日)において、ポートフォリオ全体の運

用方針を見直したことによります。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

6. その他の情報

区分 取得原価 (千円)
四半期貸借対照表

差額 (千円)
計上額 (千円)

 株式 244,803 504,613 259,810

 債券

   国債・地方債 29,953,439 30,486,360 532,920

   社債 1,597,146 1,582,763 △14,383

   その他 8,362,892 7,607,104 △755,787

 その他 2,231,800 2,151,268 △80,532

計 42,390,081 42,332,109 △57,972

売却原価(千円) 売却額(千円) 売却損(千円)

その他 500,000 372,250 127,750
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